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福島河川国道事務所では、吾妻山の噴火に備え、平成25年1月に「吾

妻山火山噴火緊急減災対策砂防計画」を策定しています。

このたび、その計画の一環として、吾妻山山系砂防出張所松川庁舎

を「吾妻山火山防災センター」として整備。3月25日に、地域の皆さま

へ、センターの説明会を開催しました。

新たに設置した１００インチの大型モニタには、防災ヘリコプターや常設されている監視カメラから

のリアルタイムの映像、流域に配備してある雨量計などの計測データ等を表示することができ、

災害対応に欠かせない最新情報の共有等に役立ちます。

また、福島市役所等の関係機関と繋ぐことのできるTV会議システムを整備しています。

火山防災や砂防についての知識

を学ぶことができる場所として、

一般の方に開放しています。

常時パネルを展示しているほか、

書籍やパンフレットの閲覧もでき

ます。

TV会議デモの様子。

福島市役所、福島河川国道事
務所、吾妻山火山防災センター
の３箇所を繋いで行いました。

福島市役所吾妻支所の曳地支所長
（写真右）にご協力いただき、看板を
設置しました。

大型モニタは、同時に複数の映像をリアルタイムで確認することができます。

平常時には、関係機関との連携強化や、地域の皆さんに対する火山

防災に関する情報発信のための拠点となります。

噴火時には、災害対応の現地拠点として、監視・観測情報の収集や、

現場の緊急対策の実施、関係機関との連絡調整等を行います。

スカイラインの雪の壁と
噴煙の上がる一切経山
(H26.4.8 撮影）
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新たに吾妻山・安達太良山の

立体地形模型を設置しました。

この模型は、航空レーザー計

測により得られた高精度な地

形データを使用し、直感的に地

形を把握できるように作成され

ています。

その他、阿武隈川水系砂防流

域の大型写真図や、火山災害

・対策に関するパネルも展示し

ています。

立体地形模型。噴火時、どの地域に泥流等の危険性
があるのか、地形を知ることからみえてきます。

流域写真図
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はじめまして。

砂防学習室担当の

三浦です。

みなさんが遊びに来

てくれるのを楽しみ

にしています♪

どうぞよろしくお願い

します。
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4月の異動により松川庁

舎に参りました高橋です。

福島は16年ぶり2度目の

勤務となります。

二本松地区の河川工事を

担当するため、不在の日

が多いのですが、砂防学

習室を一般開放しており

ますので、お気軽にお越

しください。


